
数
が
２
５
０
人
減
少
、平
均
年
齢
が

47
歳
と
高
齢
に
な
る
な
ど
、将
来
の

消
防
団
組
織
の
継
続
が
不
安
視
さ

れ
る
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、令
和
元
年
度
か

ら
各
消
防
団
の
現
状
把
握
と
持
続

可
能
な
消
防
団
体
制
の
検
討
に
着

手
し
、令
和
３
年
７
月「
舞
鶴
市

消
防
団
審
議
会
」を
設
立
、令
和

４
年
１
月
に「
消
防
団
体
制
を
維

持
す
る
た
め
に
は
一
団
制
へ
の
組

織
改
編
が
望
ま
し
い
」と
の
答
申

が
示
さ
れ
ま
し
た
。答
申
を
受
け
、

６
月
に
は
消
防
団
長
会
議
で
一
団

制
へ
の
移
行
が
全
会
一
致
で
承
認
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昭
和
23
年
、
舞
鶴
市
消
防
団
設

置
条
例
に
よ
り
誕
生
し
た
本
市
消

防
団
。
昭
和
32
年
の
条
例
改
正
で

現
在
の
20
消
防
団
と
な
り
、以
来
、

火
災
時
の
消
火
活
動
や
災
害
時
の

救
助
活
動
な
ど
、身
近
な
ヒ
ー
ロ
ー

と
し
て
地
域
の
安
全
安
心
の
維
持

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。　
　
　

し
か
し
近
年
、生
活
様
式
の
変

化
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受

け
、全
国
的
に
消
防
団
員
数
の
減

少
や
若
い
世
代
の
団
員
の
成
り
手

不
足
に
よ
る
平
均
年
齢
の
上
昇
な

ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、こ
こ
10
年
間
で
団
員

さ
れ
、現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。一

団
制
へ
の
移
行
で
、こ
れ
ま
で

の
20
消
防
団
が「
舞
鶴
市
消
防
団
」

と
し
て
一
つ
の
大
き
な
組
織
に
な

り
、１
人
の
団
長
と
２
人
の
副
団

長
で
構
成
す
る「
消
防
団
本
部
」が

団
を
ま
と
め
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

人
員
の
動
員
と
指
揮
命
令
系
統
が

一
本
化
さ
れ
、近
年
、複
雑
・
多
様

化
す
る
大
規
模
災
害
に
対
し
、迅

速
な
対
応
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
現
在
の
20
消
防
団
は
分
団

と
し
て
、今
ま
で
の
管
轄
区
域
を

当
面
維
持
し
た
ま
ま
、地
元
に
密

着
し
た
地
域
防
災
の
要
と
し
て
の

役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

No.107

第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
市
の
取
り
組

む
施
策
・
事
業
を
お
伝
え
す
る
「
市
政

の
今
」。
今
回
は
、
地
域
防
災
の
要
と
し

て
活
躍
す
る
消
防
団
の
組
織
改
編
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

ＳＤＧｓ未来都市

地
域
の
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

舞
鶴
市
の
消
防
団
が
変
身

災
害
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
に

は
、将
来
に
わ
た
り
、消
防
団
の

地
域
防
災
力
が
必
要
で
す
。
本
年

設
立
75
周
年
を
迎
え
る
長
い
歴
史

と
伝
統
を
持
つ
舞
鶴
市
消
防
団

が
、新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
は
、消
防
団
員
自
ら
が
消

防
団
組
織
を
守
り
、持
続
可
能
な

消
防
団
体
制
を
つ
く
る
た
め
の
第

一
歩
で
す
。

今
後
、市
と
し
て
も
、社
会
や
時

代
の
流
れ
に
応
じ
て
、新
消
防
団

長
を
は
じ
め
、消
防
団
と
よ
く
協

議
を
重
ね
る
中
で
、さ
ら
な
る
組

織
改
編
や
施
設
・
装
備
の
適
正
配

置
な
ど
、持
続
可
能
な
消
防
団
体

制
の
構
築
に
取
り
組
み
、市
民
の

安
全
安
心
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化

　防火・防災の目的は自分自身で命を守ること、そして地域
を守ることです。「一人はみんなのために、みんなは一人の
ために」が大事なことだと思います。この役割を担う消防団
員が、全国的に減ってきていることは、地域の安全安心を確
保するうえで懸念されることです。昔のように青年団といっ
た組織もなく、地域関係が希薄化する中、人の確保は喫緊の
課題です。こうした状況で、一団制になるという改革をする
ことは、団員数を確保する意味でも大きな意味があり、今ま
でどおりではなく、本部になる人には新たな気持ちで、方向
性をもって活動してほしいと思い
ます。また市にも、こうした消防
団の取り組みが進むよう、これま
でどおり手を緩めず支援してもら
いたいです。

I N T E R V I E W 　

小和田 清二さん

元余内消防団団長

▲出初式の一斉放水

今
後
の
舞
鶴
市
消
防
団

一
団
制
へ
の
移
行

600
Ｓ32 Ｓ47 Ｓ57 Ｈ4 H14 H24 Ｒ4

（単位:人）

800

1,000

1,200

1,600

1,400

1,217
1,3401,3691,3801,371

1,564

967

地域を愛し、地域を知るあなただからこそ
できることが消防団にはあります。あらゆる
災害から「ふるさと舞鶴」を守り、地域の安
全安心を実現しましょう。
入団についての問い合わせは、地元消防団
か最寄りの消防署へ。

あなたの力が必要です
消防団員募集中

新体制現体制 多団制（20団）
※昭和 32年から

舞鶴市長

東消防団
中消防団
南消防団
与保呂消防団
祖母谷消防団
志楽消防団
朝来消防団
東大浦消防団
西大浦消防団

西消防団
余内消防団
池内消防団
中筋消防団
高野消防団
四所消防団
岡田上消防団
岡田中消防団
岡田下消防団
八雲消防団
神崎消防団

1団制（1本部 20団）
※令和 5年 4月から

舞鶴市長

東分団
中分団
南分団
与保呂分団
祖母谷分団
志楽分団
朝来分団
東大浦分団
西大浦分団

西分団
余内分団
池内分団
中筋分団
高野分団
四所分団
岡田上分団
岡田中分団
岡田下分団
八雲分団
神崎分団

消防団本部
（団長１人、副団長２人）

▲京都府操法大会 ポンプ車操法の部で奨励賞を受賞した南
消防団（左は優秀選手賞を受賞した指揮者の酒向忠史さん）

団員数の推移

（基準日：各年5月1日）9 8


